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テーマⅠ 回顧：日中民間交流の歴史 

日本人の歴史観及び日本から見た中国 

沖縄高教組那覇支部書記 大城 航 

 

 

１．現代に残る琉球の文化 

 はじめに、通州にある琉球処分のときの琉球人埋葬地の復元・保存の事業が進んでいると

地元新聞の報道で知った。この事業を決定し、現在も事業を行っている関係各位に、僭越で

はあるが、沖縄の歴史教育に関係するものとして、厚く感謝申し上げたい。 

さて、私の発表するテーマは「日本人の歴史観及び日本から見た中国」であるが、あくま

で沖縄という日本とは異なった歴史・文化・社会事情を持つ地域から見たものであることを

ご了承されたい。 

 1372 年に中山王・察度が、洪武帝に朝貢したことから琉球・中国の公式な交流が始まる。

1401 年に察度の子・武寧が冊封されてから 1879 年まで中国との冊封関係が続いた。1609

年に薩摩に侵略され、その支配下に置かれた。しかし明・清朝との冊封関係を存続させるこ

とは、幕府・薩摩・琉球の３方にとってメリットのあることであったため、琉球は「幕藩体

制下の異国」という位置が近世期を通して続けられた。 

薩摩・日本の政治的・経済的影響力が強まる中で、琉球の主体性を維持するために中国的

な文化を積極的に取り入れる。石敢當、亀甲墓といった福州の文化的影響が非常に強い。一

方、組踊やエイサーといった日本がルーツとされる芸能も生まれた。近世期の琉球では、日

中文化を融合した独自の文化が栄え、その文化は現在も続いている。 

今年６月に行った授業では、「現在に残る琉球文化が好き」と答えた生徒がほとんどだっ

た。琉球の文化が中国の文化的影響を強く受けながら現在まで続いている、ということを理

解したうえで、中国との交流を肯定的にみる生徒が多い。日本との関係よりも中国との関係

の方が深いものだったと考えている生徒も多い。「中国から伝来した文化」というのは理解

している一方で、直接文化をもたらした福州についての知識はあいまいである。琉球の文化

を学ぶとともに、福州の文化・社会・歴史についても同じように学習する必要があると考え

る。 

２．近代沖縄と明治 150 年 

1872 年、明治政府は当時の琉球国王・尚泰を琉球藩王に冊封し、国内外へ琉球が「日中

両属」であることを宣言する。その後、1879 年に軍隊・警察隊を派遣して、尚泰を東京へ
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連行し、琉球国は廃止され沖縄県が設置される。この「廃琉置県（琉球処分・琉球併合）」

の動きの中で、琉球は一貫して「日本は父の国、中国は母の国」と言い、「日中両属」の継

続を求めた。この動きは置県後も変わらず、沖縄から中国へ脱出した士族は、琉球国復活を

求める運動を展開した。 

1879 年に日本の一つの県（沖縄県）となったが、「日本から遠く、歴史・慣習・風俗も違

うため、これまでの制度を据え置く」という旧慣温存策が続けられた。1896 年から税制度・

土地制度が改革され、1898 年には徴兵制が適用された。しかし国会議員の選出、地方自治

制度といった県民の権利はないがしろにされた。国会議員が選出されたのは 1912 年、他の

府県と同じ地方自治制度が整備されたのは 1920 年のことだった。 

1903 年、人類館と称する施設において、琉球人・朝鮮人・台湾先住民などを見世物にす

る「人類館事件」がおきた。沖縄の人びとは、琉球を見世物にすることを差別であると強く

批判した。同時に台湾原住民やアイヌと同列視されることに対しての批判も行った。この事

件に見えるように近代日本において民族差別は構造的・複合的に行われた。 

 このような差別構造の中において、沖縄人は日本への同化と沖縄の独自性の中で揺れ動

いた。沖縄への差別をはねのけるため、または政治的権利を獲得するために、ある時は日本

と同一であること（日琉同祖）を主張し、一方では文化・歴史の独自性を主張した。その過

程において、台湾原住民等の他民族への差別が表層化したのである。 

この延長線上に 1930 年代の中国蔑視があると考えられる。日中戦争前から、沖縄でも日

本と同様に徐々に総力戦体制が築かれ、中国への敵愾心を高める報道等が増えていき、沖縄

人の間にも中国を蔑視する考えが広がっていった。1936 年に琉球の武術が「唐手」から「空

手」へ表記統一されたのは、その代表的な事例だろう。 

３．沖縄戦と沖縄における平和教育 

1944 年 7 月、南西諸島に日本軍（第 32 軍）が上陸し、陣地構築・飛行場建設が軍民共同

で行われた。日本軍は住民の住居に宿泊し、沖縄戦が開始される 1945 年 3 月末まで住民と

寝食を共にした。日本軍将兵は「捕虜になると男は残虐な方法で殺され、女は性的暴行を受

け続ける」と日常的に語った。第 32 軍の多くは、華北の戦線から移動してきた部隊であり、

「我々が中国戦線で、そのようなことを行ってきた。鬼や畜生にも劣る米兵なら、どんなひ

どいことをするだろうか」ということも同時に住民に語ったのである。 

沖縄戦では、日本・アメリカ両軍の将兵よりも住民の犠牲者の数が多かった。捕虜になる

ことの恐怖・恥辱を教え込まれた住民は、米軍が近づいてくると集団で自殺（強制集団死・

集団自決）した。また自然壕や亀甲墓に隠れていた者は、捕虜になることを恐れて投降しな

かったため、アメリカ兵の無差別攻撃の犠牲となったことなどが理由である。「中国戦線で、

日本軍は残虐なことを行った。アメリカ兵ならなおのことである」という話は、住民の間で

相当なリアリティをもって広まっていった。つまり沖縄戦の悲劇は、中国における日本軍の

蛮行と表裏をなすものと考えられる。 
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しかし歴史の授業等において日本と中国との戦争については、ほとんど教えられていな

い。住民の犠牲と「捕虜になると男は残虐な方法で殺され、女は性的暴行を受け続ける」と

いうことは教えられるが、中国戦線における日本軍の蛮行は教えられない。また中国への加

害も語られない。日中戦争前からの「中国蔑視」もあった。そのような加害の歴史をどう教

えるか、がこれからの平和教育の最大の課題である。 

毎年６月 23 日の前後に沖縄戦に関する特設授業が行われる。それは 6 月 23 日が「慰霊

の日」とされ沖縄戦全戦没者追悼式が行われるからである。6 月 23 日は第 32 軍の司令官・

牛島満が自決し、組織的な戦闘が終了した日である。それが慰霊の日の根拠となっている。

しかし、実際には 9 月まで散発的に戦闘が続き、住民は食料不足やマラリアで苦しみ、多く

の人が亡くなった。また離島では日本軍によって住民が虐殺される事件もおきた。日本軍が

正式に降伏文書に調印したのは 9 月 7 日だった。 

 6 月 23 日に「慰霊の日」が設定されていることは、「歴史修正主義」の影響が存在すると

私個人は考えている。沖縄戦における「歴史修正」は長い時間をかけて行われている。「慰

霊の日が 6 月 23 日」ということは、多くの沖縄人にとって当たり前のことであり、疑うべ

くもない事実となっている。しかし、深く学習することで疑問点が出てくる。歴史修正主義

とたたかうには学習内容を深く掘り下げ、疑問を持たせることが出発点となるだろう。 

４．沖縄の現在を取り巻く状況 

アメリカ軍専用施設の約 70%が沖縄に集中している。日本政府は基地の自由使用を暗黙

のうちに認めており、航空機による事故、騒音被害、環境被害、米兵による事件等に苦しん

でいる。このような状況はアメリカ本土、アメリカの委任統治領であるグアムですらありえ

ず、日本の他府県においても見られない（日本の他府県での事件・事故・被害については、

基地の密度、アメリカ軍兵士の数の違いなど簡単に比較できないところはあるが）。 

沖縄県民はアメリカ軍基地の整理縮小を求めている。しかし日本政府は名護市辺野古に

アメリカ海兵隊の新基地を建設し、機能を強化しようとしている。また与那国島に自衛隊を

配備し、さらに宮古島・石垣島に自衛隊が迎撃ミサイル部隊の配備も計画している。その根

拠となるものは「中国脅威論」である。アメリカ軍基地が縮小すれば、中国が沖縄に侵略す

るという荒唐無稽な言説が「中国脅威論」である。しかし「中国脅威論」は沖縄でも多くの

人々が信じている。子どもたちの大半が、基地存続の理由として中国脅威論をあげる。 

第３節でも指摘した通り、日本では近現代史の学習がなおざりにされているのが現状で

ある。沖縄の基地の形成過程（ハーグ陸戦条規に違反して基地が建設された）や、基地被害

をしっかりと学習されていない。そのため基地があってもいいという生徒も３割ほどいる。

これは生まれた時から基地があることが当たり前になっていることや、基地の被害に慣れ

ていることとも関係があるだろう。しかし、最大の原因は基地の歴史、被害、現状について

無知であるためだ。荒唐無稽な中国脅威論が通用するのも同じ理由からだと考えられる。 

今年６月の地元新聞の記事によると、最近、嘉手納基地が見渡せる「道の駅・かでな」は
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中国人観光客に人気だという。飛行機が間近に見られることが人気の理由ということだ。記

者が中国人観光客に「中国脅威論」について質問すると、「ありえない」と一笑されたとい

う。観光客をはじめとして中国人と実際に話をする機会が増加することで「中国脅威論」が

減少することができるだろう。 

５．日中の架け橋としての琉球・沖縄史の可能性 

 近現代史の沖縄の歴史からは、通常語られる日本通史とは別の視点からの日本の歴史が

見える。今年は明治維新から 150 年であり、現政権は肯定的な面からしか評価しようとし

ない。しかし沖縄からは近代日本の裏の面が見えてくる。それは現代史も同様である。沖縄

は近現代において日本からの被害者でもあったが、アジアの人びとにとっては加害者だっ

た。この歴史はしっかりと沖縄の子どもたちに教えられねばならない。 

 沖縄の若い人には、「中国脅威論」と「琉球と中国の文化的親しみやすさ」が同居してい

ると見える。このことは日中友好のカギになるのではないか、と考える。 

以上のことから、沖縄の歴史がしっかりと教えられるような取り組みが広く行われなけ

ればならない。そのために高校における「琉球・沖縄史」の必修化にむけて教材研究・普及

活動に取り組んでいる。 

 



日本人の歴史観
及び

日本から見た中国
—琉球・沖縄史を通して—

発表者：大城 航
(沖縄歴史教育研究会・沖縄県高教組那覇支部書記)
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2018年5月15日付け
『琉球新報』
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左：石敢當 右：亀甲墓
1700年代中頃、福州から伝わり琉球に広がる 3



5月に行った授業で生徒が考えたこと
問いは「中国風になった近世琉球をどう思うか？」
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1879年、琉球王府の反対をおしきり、
軍・警官隊約500人で首里城を制圧 5



人類館に「展示」された人々 6



琉球新報主筆・太田朝敷

・琉球人に対する差別を批判
・アイヌ、台湾先住民と同一視
されることを批判

・展示された人物が遊郭の女性で
あることを批判

※民族差別・女性差別などの
重複的な差別が読み取れる
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南西諸島守備軍（第32軍）の将官たち
1944年7月に琉球列島に配備された 8



陣地壕や飛行場の建設が、軍民協働で行われた。
民衆が「軍事機密」を知ることでもあり、軍は
「軍官民共生共死」を重要な方針とした

豊見城市の
海軍司令部壕跡
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渡嘉敷島における強制集団死（集団自決）の犠牲者 10



降伏勧告が無視された場合、アメリカ軍は無差別
攻撃（馬乗り攻撃）を行った
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沖縄戦の犠牲者の推移（青：日本兵 白：住民） 12
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米軍専用施設の約７０％が沖縄県に集中
民家の側で軍用機が飛行を繰り返す 14



県民の民意を無視し、辺野古に新
基地を建設している
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１１ 沖縄に米軍基地があることについて，
どう思いますか。
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沖縄県高教組・沖縄歴史教育研究会
「平和学習に関する高校生アンケート」

〇基礎的な沖縄に関する現状認識ができていない

〇基地を「肯定的」に考える生徒が増えてきている
※「肯定的≠賛成」「肯定的＝当たり前」

〇辺野古移設を「しょうがない」と考える
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2018年6月28日付け『沖縄タイムス』 20



琉球・沖縄の位置
〇日本であって日本でない

〇中国と関係が深いが中国ではない

境界・マージナルな存在

〇近代帝国主義時代

⇒アジアの人びとにとっては加害者

日本本土からの被害者

〇巨大な米軍基地を抱える沖縄

⇒アメリカ帝国主義の支援者

アメリカ帝国主義による犠牲者
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琉球・沖縄が求めるもの

〇琉球・沖縄人による自己決定

〇再び戦場になることを拒否する
基地となることを拒否する

（沖縄人民党書記長・瀬長亀次郎）

〇大国に手段・道具として扱われない沖縄

(沖縄県知事・沖縄近現代歴史学者 大田昌秀)
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